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［
は
じ
め
に・
独
立
行
政
法
人
高
齢・障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
紹
介
］

平
素
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
に
係
る

活
動
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

［
機
構
の
使
命
］

当
機
構
の
使
命
は
、
高
年
齢
者
等
を

雇
用
す
る
事
業
主
等
に
対
す
る
給
付
金

の
支
給
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
に
関
す

る
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
事
業
主
等

に
対
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
、
障
害

生
涯
現
役
社
会
の実

現
に
向
け
て

者
の
職
業
生
活
に
お

け
る
自
立
を
促
進
す

る
た
め
の
施
設
の
設

置
及
び
運
営
、
障
害

者
の
雇
用
に
伴
う
経

済
的
負
担
の
調
整
の

実
施
、
そ
の
他
高
年

齢
者
等
及
び
障
害
者

の
雇
用
を
支
援
す
る

た
め
の
業
務
並
び
に

求
職
者
そ
の
他
の
労

働
者
の
職
業
能
力
の

開
発
及
び
向
上
を
促

進
す
る
た
め
の
施
設

の
設
置
及
び
運
営
の

業
務
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
高
年
齢
者

等
及
び
障
害
者
並
び

に
求
職
者
そ
の
他
の

労
働
者
の
職
業
の
安

定
そ
の
他
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
経
済
及
び
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
で
す
。

［
現
状
と
課
題
］

我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
に
直
面
す

る
中
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
２
３
」（
令
和
５
年
６
月

16
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
人
へ
の

投
資
を
強
化
し
、
三
位
一
体
の
労
働
市

場
改
革
と
併
せ
て
、
多
様
な
人
材
が
そ

の
能
力
を
最
大
限
い
か
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
働
き
方
を
効

果
的
に
支
え
る
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
等
に
基
づ
い
て
多
様
な
働
き
方

を
選
択
し
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
機
構
の
業
務
］

こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
が
こ
れ
ら
の

課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
機
構
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
支

援
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
高
い
専
門
性
を

有
す
る
人
材
、
全
国
規
模
で
展
開
す
る

地
方
組
織
と
い
っ
た
機
構
の
有
す
る
強

み
を
最
大
限
発
揮
し
、
高
年
齢
者
等
雇

用
及
び
障
害
者
雇
用
に
係
る
支
援
や
、

民
間
で
は
実
施
が
困
難
な
職
業
訓
練
を

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
主
に
以
下
の
課
題
に
重
点
を
置
き

つ
つ
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
１
）�　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
課
題
と
な
る
中
、
高
年
齢
者
が

年
齢
に
関
わ
り
な
く
個
々
の
希
望

に
応
じ
て
多
様
な
働
き
方
を
選
択

で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
に
取
り
組
む
事
業
主
に
対
す
る

支
援
を
充
実
す
る
。

（
２
）�　

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
希

望
や
能
力
、
適
性
等
に
応
じ
て
活

躍
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
高齢者雇用推進・研究部　産業別雇用推進課長

浮地　和宏
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れ
る
中
、
個
別
性
の
高
い
支
援
を

必
要
と
す
る
障
害
者
に
対
し
、
個

別
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
に
基
づ
く
専
門
的
支
援
を
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業

主
に
対
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型

の
支
援
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
障

害
者
の
就
労
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
雇
用
・
福
祉
の
両
分

野
に
横
断
的
な
基
礎
的
知
識
等
を

身
に
付
け
た
地
域
の
就
労
支
援
人

材
の
育
成
を
図
る
。

（
３
）�　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

と
い
っ
た
大
き
な
変
革
の
中
で
、

中
小
企
業
等
の
着
実
な
事
業
展

開
、
生
産
性
や
技
能
・
技
術
の
向

上
に
必
要
と
な
る
人
材
の
確
保
、

育
成
の
支
援
を
充
実
す
る
。

［
高
年
齢
者
等
に
係
る
雇
用
関
係
業

務
に
関
す
る
事
項
］

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
労
働
力

人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
我
が
国
の

成
長
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、

意
欲
あ
る
高
年
齢
者
が
年
齢
に
関
わ
り

な
く
個
々
の
希
望
に
応
じ
て
多
様
な
働

き
方
を
選
択
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
が
令
和
３
年
４

月
に
施
行
さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機

会
の
確
保（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
）

が
努
力
義
務
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
高
年
齢
者
就
業
確

保
措
置
に
係
る
事
業
主
の
自
発
的
な
動

き
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
主
へ
の

支
援
の
充
実
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
に

関
す
る
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
相

談
・
援
助
等
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措

置
を
行
う
事
業
主
へ
の
支
援
に
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

（
１
）�　

高
年
齢
者
等
の
雇
用
に
関
す
る

相
談
・
援
助
、
実
践
的
手
法
の
開

発
、
啓
発
等

　

①�　

事
業
主
等
に
対
す
る
効
果
的

な
相
談
・
援
助
等
の
実
施

　
　

ア�　

70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ

ー
及
び
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
高
年
齢
者

等
の
雇
用
に
関
す
る
専
門

的
・
技
術
的
な
相
談
・
援
助

　
　

イ�　

産
業
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
及
び
普
及
支
援

　
　

ウ�　

労
働
者
に
対
し
て
、
そ
の

高
齢
期
に
お
け
る
職
業
生
活

の
設
計
を
行
う
こ
と
を
容
易

に
す
る
た
め
の
助
言
、
援
助

　

②�　

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向

け
た
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
の

啓
発
広
報
等

　
　

ア�　

啓
発
広
報
活
動
等
の
実
施

　
　

イ�　

高
年
齢
者
等
の
雇
用
に
係

る
事
業
主
等
に
よ
る
取
組
の

好
事
例
の
展
開

［
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
の

概
要
］

高
年
齢
者
等
に
係
る
雇
用
関
係
業
務

の
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
の
産
業
別
高
齢
者

雇
用
推
進
事
業
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
１
）　

背
景

令
和
５
年
版
（
２
０
２
３
年
版
）
高

齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
高

齢
化
率
（
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
人
口
の
割
合
）
は
29.0
％
に
上
昇
し
、

世
界
の
主
要
国
で
最
高
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
は
一
層
進
行

し
、
最
新
の
人
口
統
計
で
は
２
０
６
５

年
の
高
齢
化
率
は
40
％
近
く
に
達
す
る

見
込
み
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
中
長

期
的
に
は
、
労
働
力
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
長
年

培
っ
た
知
識
・
経
験
を
十
分
に
活
か
し
、

社
会
の
支
え
手
と
し
て
意
欲
と
能
力
の

あ
る
限
り
活
躍
し
続
け
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）　

事
業
内
容

産
業
毎
に
、
労
働
力
の
高
齢
化
の
状

況
や
、
置
か
れ
て
い
る
経
営
環
境
、
求

め
ら
れ
る
労
働
者
の
性
質
、
雇
用
形
態

が
異
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
諸
条
件
の

差
異
を
考
慮
し
、
産
業
団
体
内
に
推
進

委
員
会
を
設
置
し
、
高
齢
者
雇
用
に
関

す
る
具
体
的
な
実
態
把
握
や
課
題
解
決

の
方
策
・
提
言
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

会
員
企
業
へ
普
及
す
る
事
業
で
す
。

（
３
）　

事
業
の
流
れ

１
年
目

　

①�　

高
齢
者
雇
用
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
５
回
程
度
）

　

②�　

基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
（
会
員

企
業
や
従
業
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
の
実
施
）

２
年
目

　

①�　

高
齢
者
雇
用
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
３
回
程
度
）

　

②�　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
（
会

員
企
業
へ
の
配
布
）

　

③�　

普
及
活
動
の
実
施
（
高
齢
者

雇
用
推
進
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
）

［
お
わ
り
に
］

令
和
５
年
度
か
ら
一
般
社
団
法
人
日

本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
様
が
、
産
業

別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
１
年
目
の
基
礎
デ
ー
タ
把
握

の
フ
ェ
ー
ズ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
企

業
及
び
従
業
員
の
皆
様
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
御
協
力
い
た

だ
き
、
令
和
６
年
度
に
策
定
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
、
会
員
企
業
の
皆
様
に
と

っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
機

構
と
し
て
も
重
点
的
に
支
援
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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外山　幸子
Toyama Sachiko

株式会社クボタ　環境管理部　環境推進課長

は
じ
め
に

ク
ボ
タ
の
は
か
り
は
来
年
（
２
０
２
４

年
）
に
製
造
開
始
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
鋳
造
技
術
か
ら
派
生
し
た
機
械

式
は
か
り
は
「
正
し
く
は
か
る
」
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

当
社
は
適
正
な
計
量
を
守
る
こ
と
に

加
え
て
、
設
計
段
階
で
製
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
環
境
配
慮
を
行
う

こ
と
で
製
品
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、
真

の
社
会
貢
献
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
社
の
環
境
経
営
に
つ
い

て
、
創
業
者
精
神
や
社
会
課
題
へ
の
対

応
、
気
候
変
動
対
策
な
ど
の
取
り
組
み

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
の
概
要

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
「
食
料
・
水
・

環
境
」
に
関
わ
る
社
会
的
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
機
械
メ
ー
カ
ー
で

す
。
主
要
製
品
は
農
機
、
建
機
、
エ
ン

ジ
ン
、
計
量
機
器
、
水
道
用
配
管
材
、

水
処
理
設
備
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で

す
。「F

or E
arth, F

or L
ife

」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地
球
環
境
の

保
全
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
連
結
売
上
高
は
２
兆

６
７
８
８
億
円
、
海
外
売
上
高
比
率
は

７
７
・
５
％
、
世
界
１
２
０
ヵ
国
以
上

で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ク
ボ
タ
の
創
業
者
精
神

「
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
皆
様
に
役
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
―
こ
れ
は
、

１
８
９
０
年
に
ク
ボ
タ
を
創
業
し
た

久
保
田
権
四
郎
の
信
念
で
す
。
当
時
、

日
本
で
は
ま
だ
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
に
よ

っ
て
多
く
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
創
業
者
は
、
そ
れ
ま
で
高
価

な
輸
入
品
に
頼
っ
て
い
た
水
道
用
鉄
管

を
、
日
本
で
初
め
て
国
産
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
水
道
整
備
の
た
め

に
鉄
管
製
造
に
挑
ん
だ
こ
と
が
、
現
在

の
ク
ボ
タ
の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
に
は

農
業
の
機
械
化
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

公
害
が
社
会
問
題
化
し
た
１
９
６
０
年

代
に
は
水
処
理
や
焼
却
炉
施
設
な
ど
の

環
境
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
当
社
は
社
会
課
題
の
解
決
を
使

命
と
捉
え
、
会
社
の
成
長
に
つ
な
げ
て

き
ま
し
た
。

地
球
規
模
の
社
会
課
題

（
１
）
食
料
問
題

世
界
人
口
は
２
０
３
０
年
に
は
８
５

億
人
ま
で
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
経
済
発
展
に
伴
う
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
食
料
需
要
の
増

加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
食
料
を
確
保
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
で
は
農
業
就
業
人
口

の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
ク
ボ
タ
は
、

自
動
化
・
無
人
化
さ
れ
た
農
業
機
械
の

開
発
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
営
農
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
農
作
物
の
収
量
と
品

質
の
向
上
、
農
業
の
生
産
性
向
上
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主要製品

KSAS（クボタスマートアグリシステム）
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（
２
）
水
問
題

世
界
的
に
水
不
足
や
異
常
気
象
に
よ

る
水
害
と
い
っ
た
水
問
題
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
人
々
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

設
備
の
老
朽
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。ク

ボ
タ
は
生
活
排
水
や
下
水
の
浄
化

な
ど
、
経
済
活
動
で
発
生
し
た
水
質
汚

染
の
改
善
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
水

資
源
の
再
利
用
技
術
を
用
い
た
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
水
資
源
の
循
環
や

持
続
可
能
な
水
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
環
境
問
題

世
界
で
は
気
候
関
連
の
災
害
件
数
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
台

風
や
洪
水
に
よ
る
自
然
災
害
が
毎
年
各

地
で
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
気
候
変
動
に
起
因
し
た
自

然
災
害
が
起
こ
る
前
提
で
、
社
会
基
盤

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ク
ボ
タ
の
水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

は
、
強
靭
な
管
体
と
、
優
れ
た
耐
震
継

手
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
国
内
で
、

４
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
そ
の
有
効
性
を
発
揮
し
て
き

ま
し
た
。
災
害
時
に
抜
け
る
事
な
く
、

被
災
後
も
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。

環
境
経
営
の
基
本
方
針

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
「F

or E
arth, 

F
or L

ife

」
を
環
境
経
営
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
美
し
い

地
球
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
人
々
の
豊

か
な
暮
ら
し
を
支
え
続
け
て
い
く
た
め

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
・
企
業
活
動
を
通
じ
て
、
事

業
成
長
と
環
境
保
全
へ
の
貢
献
を
両
立

し
、
社
会
と
の
継
続
的
な
相
乗
発
展
を

め
ざ
す
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
気
候
変
動
へ
の
対
応
」「
循
環
型
社

会
の
形
成
」「
水
資
源
の
保
全
」「
化
学

物
質
の
管
理
」「
生
物
多
様
性
の
保
全
」

を
環
境
保
全
の
基
本
５
項
目
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン

世
界
は｢

脱
炭
素｣

の
動
き
を
加
速

し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
２
０
５
０
年

に
向
け
て
環
境
面
か
ら
事
業
活
動
の
方

向
性
を
示
す
「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン｣

を
策

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
気
候
変
動
の
緩

和
と
適
応
」
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｇ
Ｍ
Ｂ

２
０
３
０
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ジ
ャ
ー
ブ

ラ
ン
ド
）
の
実
現
に
向
け
た
重
要
課
題

（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
の
一
つ
と
し
、
事

業
を
通
じ
た
環
境
課
題
解
決
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

当
社
は
、
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
状
況
を
ふ

ま
え
、
製
品
の
製
造
時
や
使
用
時
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
品

や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
通
じ
て

社
会
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排

出
を
抑
制
し
ま
す
。
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ

２
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
目
標
と
定
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

道路が崩落しても抜けなかった水道管
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自
社
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制

自
社
拠
点
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制

の
た
め
に
省
エ
ネ
対
策
や
生
産
設
備
の

燃
料
転
換
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
製
品
使
用
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

抑
制
に
向
け
、
製
品
の
電
動
化
や
燃
料

電
池
化
な
ど
、
動
力
の
脱
炭
素
化
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
よ
り
欧

州
市
場
で
コ
ン
パ
ク
ト
電
動
ト
ラ
ク
タ

の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
も
脱
炭

素
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

社
会
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

土
地
利
用
を
含
め
た
食
料
分
野
か
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
世
界
の

総
排
出
量
の
２
４
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
２
よ
り
も
強
力
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
で

あ
る
メ
タ
ン
や
亜
酸
化
窒
素
の
濃
度
も

上
昇
し
て
お
り
、
非
Ｃ
Ｏ
２
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
し
、
温
暖
化
を
早
期
に
減
速

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
発
生
源
の
一
つ
に
農
業
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
に
お
け
る

メ
タ
ン
の
主
な
発
生
源
は
家
畜
や
水
田

で
す
。
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
で
は
水

田
で
稲
作
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
土

中
に
潜
ん
で
い
る
メ
タ
ン
生
成
菌
の
働

き
に
よ
り
、
大
量
の
メ
タ
ン
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
亜
酸
化
窒
素
の
発
生

源
は
土
中
に
残
存
し
た
化
学
肥
料
で
す
。

当
社
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ
め

と
す
る
営
農
技
術
や
水
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
抑
制
に
貢
献
し
ま
す
。

メ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
水
田
の
水
を
抜

く
「
中
干
し
」
に
よ
り
土
中
に
酸
素
を

供
給
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
お

り
、
当
社
は
、
水
田
の
効
率
的
な
水
管

理
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
刈
り
取
り
後
の

稲
わ
ら
を
回
収
し
て
メ
タ
ン
発
酵
さ

せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
ま
す
。亜
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、

肥
料
や
農
薬
の
過
剰
散
布
を
防
ぐ
精
密

施
肥
な
ど
を
実
現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

機
器
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
抑
制
に
加
え
、
周

辺
の
環
境
汚
染
防
止
に
も
貢
献
し
ま

す
。

環
境
保
全
中
長
期
目
標

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
先
述
の
「
環
境

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
達
成
に
向
け
て
計
画
的

に
環
境
負
荷
削
減
を
進
め
る
た
め
に
、

中
長
期
目
標
を
策
定
し
て
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
左
表
の
Ｃ
Ｏ
２
関
連
に

加
え
て
、
生
産
拠
点
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
廃
棄
物
、
水
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
削
減
に
つ

い
て
も
中
期
目
標
を
定
め
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
認
定
制
度

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
独
自
の
「
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
認
定
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
社
内
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
製
品

太陽光発電システム導入例

コンパクト電動トラクタ
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を
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
と
し
て
認
定

し
、
低
燃
費
化
、
長
寿
命
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、
排
出
ガ
ス
の
ク
リ
ー
ン

化
な
ど
、
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
製
品

の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
累
計
認
定
件

数
は
４
０
３
件
、売
上
高
比
率
は
６
５
・

６
％
に
及
ん
で
お
り
、
２
０
３
０
年
以

降
に
上
市
す
る
新
製
品
は
す
べ
て
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
認
定
製
品
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
顧
客
や
社
会
が
求
め

る
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
開
発
を
進

め
る
こ
と
で
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
拡

充
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

計
量
機
器
に
お
け
る
環
境
配
慮
活
動

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
、
機
械
式
台
は

か
り
か
ら
ロ
ー
ド
セ
ル
、
さ
ら
に
は
デ

ジ
タ
ル
信
号
を
直
接
出
力
可
能
な
デ
ジ

タ
ル
ロ
ー
ド
セ
ル
を
開
発
す
る
な
ど
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
は

か
り
を
進
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
高
精
度
化
に
加
え
、

軽
量
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
製
品
に

含
ま
れ
る
環
境
負
荷
物
質
の
削
減
な

ど
、
環
境
性
能
の
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
上
の
写
真
は
、
最
大
20

台
ま
で
の
フ
ィ
ー
ダ
を
一
画
面
で
一
括

管
理
す
る
こ
と
が
可
能
な
集
中
管
理
操

作
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
す
。
従
来
機
種
比
で

消
費
電
力
量
を
３
９
％
削
減
し
、
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め

の
計
量
・
計
測
技
術
を
み
が
き
、
モ
ノ

づ
く
り
の
現
場
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

当
社
の
企
業
活
動
は
、
土
壌
、
大
気
、

水
、
動
植
物
な
ど
の
自
然
資
本
か
ら
提

供
さ
れ
る
様
々
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
生
物
多
様

性
は
、
世
界
各
地
で
様
々
な
危
機
に
瀕

し
て
お
り
、
企
業
は
生
物
多
様
性
の
保

全
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な

利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
ボ
タ
グ
ル
ー
プ
は
「
生
物
多
様
性

の
保
全
」
を
環
境
経
営
の
マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
企
業
活
動

や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
社
会
貢

献
活
動
に
お
い
て
、
自
然
資
本
に
与
え

る
影
響
を
ふ
ま
え
、
生
物
多
様
性
の
保

全
や
自
然
環
境
の
保
護
に
配
慮
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
事
業
活
動
に
お
い
て
、「
農

業
」
お
よ
び
「
水
環
境
」
の
分
野
が
生

物
多
様
性
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
が
高

い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い

る
各
拠
点
で
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
課
題
・

ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
生
物
多
様
性
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

当
社
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
経
営
に
関

す
る
情
報
開
示
の
た
め
に
、
毎
年
、
統

合
報
告
書
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
レ
ポ
ー
ト
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
業
界
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
よ
り
効
果
的
な
環
境

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
事
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
を
通
じ
て
、
気
候
変
動
な
ど
の
環

境
対
策
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

製品名：集中管理操作ターミナル
認定理由：使用時の消費電力量を 39%削減

計量機器のエコプロダクツ認定製品例

虫のホテル設置（フランス）

マングローブ植林
（インドネシア）
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老舗中小企業における、 
事業承継の難しさと変革のチャンス

■
創
業
75
期
目
の
老
舗
企
業
■

恵
藤
計
器
は
千
葉
市
美
浜
区
に
事
務

所
を
構
え
、業
務
用
質
量
計
（
は
か
り
）

の
販
売
及
び
修
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
を
専
門
と
し
て
営
ん
で
お
り
ま
す
。

75
期
目
を
迎
え
た
現
在
で
は
、
千
葉
県

内
を
中
心
に
５
０
０
社
以
上
の
顧
客
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
、
瀬
口
は
恵
藤
計
器
の
四
代
目

経
営
者
で
す
。
も
と
も
と
、
私
は
新

卒
で
大
手
移
動
体
通
信
会
社
に
勤
め

て
お
り
ま
し
た
が
、
妻
と
の
結
婚
を

機
に
先
代
夫
婦
に
会
社
を
継
い
で
ほ

し
い
と
相
談
を
受
け
、
３
年
間
ほ
ど

説
得
さ
れ
た
末
に
、
事
業
承
継
と
い

う
道
を
選
び
、
２
０
１
４
年
に
転
職

を
し
ま
し
た
。

私
の
前
ま
で
は
、
代
々
創
業
家
の
直

系
承
継
で
あ
り
、
妻
の
父
が
三
代
目
と

し
て
経
営
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

「
婿
」
と
し
て
事
業
承
継
す
る
の
は
私

が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

熟
慮
の
末
、
前
職
で
の
大
切
な
キ
ャ

リ
ア
を
「
捨
て
て
」
飛
び
込
ん
だ
事
業

承
継
で
し
た
が
、
自
分
の
未
熟
さ
の
せ

い
で
大
き
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

■
事
業
承
継
で
ぶ
つ
か
っ
た
壁
■

近
い
将
来
の
事
業
承
継
を
見
据
え
た

転
職
で
し
た
の
で
、
入
社
し
て
す
ぐ
に

専
務
取
締
役
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側

の
役
職
に
つ
き
ま
し
た
。

当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
販
売
し
た
計

量
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を
継
続
的

に
請
け
負
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、

ス
ト
ッ
ク
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、

様
々
な
観
点
で
と
て
も
安
定
し
た
事
業

だ
と
言
え
ま
す
。
そ
う
い
う
成
り
立
ち

の
会
社
で
す
か
ら
、
会
社
組
織
も
自
然

と
保
守
的
に
な
り
、「
実
直
・
誠
実
さ
・

礼
儀
正
し
さ
・
信
頼
重
視
」
と
い
っ
た

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
極
め
て
前
例
踏
襲
型
の

組
織
風
土
で
あ
り
、
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
今
の
自
分
た
ち
の

手
に
負
え
な
い
技
術
を
習
得
し
た
り
す

る
こ
と
等
へ
の
抵
抗
感
が
強
い
、
強
固

な
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
状

態
で
し
た
。

私
は
大
企
業
で
の
経
験
か
ら
、
物
事

を
俯
瞰
し
て
構
造
的
に
分
析
す
る
の
は

得
意
で
し
た
。
な
の
で
、
当
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
て
、

何
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
す
る
価
値
と

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
入
社
１
、
２

カ
月
程
度
で
大
ま
か
に
理
解
で
き
ま
し

た
。
同
時
に
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
、
そ
れ
に
向
け
た
組
織
の
課
題
な
ど

も
見
え
て
き
ま
し
た
。

当
時
の
私
が
犯
し
た
失
敗
は
、
自
分

だ
け
が
わ
か
っ
た
理
屈
で
、
従
業
員
の

感
情
を
置
き
去
り
に
し
て
改
革
を
進
め

よ
う
と
し
て
、
組
織
内
に
大
き
な
軋
轢

を
生
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

ロ
ジ
カ
ル
に
分
析
し
た
資
料
を
作
っ

て
、
私
が
従
業
員
の
前
で
「
今
後
の
戦

略
」
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
、
誰
も
聞
い

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
突
然
現
れ
た

婿
に
、
自
分
達
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
に

難
癖
を
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
の

で
し
ょ
う
。

今
考
え
る
と
当
然
の
反
応
だ
と
思
い

ま
す
が
、
当
時
の
私
に
は
そ
れ
が
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
き
る
だ
け
短
期

間
で
会
社
の
改
革
を
進
め
て
、
業
績
を

上
げ
る
の
が
後
継
者
の
使
命
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。

当
時
の
従
業
員
に
と
っ
て
の
望
ま
し

い
後
継
者
と
は
、「
今
ま
で
と
同
じ
仕

事
を
同
じ
よ
う
に
し
て
、
給
料
を
上
げ

て
く
れ
る
人
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
な
の
に
、
私
は
仕
事
の
改
善
点
を

指
摘
し
、
新
し
い
技
術
を
習
得
す
る
よ

瀬口　力也
Seguchi Rikiya
恵藤計器株式会社

代表取締役
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う
に
依
頼
し
ま
し
た
。
従
業
員
か
ら
す

れ
ば
、「
一
緒
に
苦
労
し
た
こ
と
も
な

い
く
せ
に
、
余
計
な
こ
と
ば
か
り
言
う

な
」
と
い
う
感
情
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
、
私
と
従
業
員
の
関
係

が
か
な
り
悪
く
な
り
ま
し
た
。
誰
も
口

を
き
き
た
が
ら
な
い
し
、
挨
拶
も
返
し

て
く
れ
な
い
人
が
い
た
り
、「
会
社
が

潰
れ
た
ら
転
職
先
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
面
と
向
か
っ
て
言
わ
れ
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も

会
社
に
来
て
も
楽
し
く
な
い
状
態
で
、

良
く
な
い
ル
ー
プ
に
陥
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

■
人
は
理
屈
だ
け
で
は�

�

動
か
な
い
■

私
を
含
め
、
人
間
は
感
情
の
生
き
物

で
あ
り
、
極
端
に
言
え
ば
「
聞
き
た
い

と
思
っ
た
こ
と
だ
け
を
聞
く
」
存
在
で

す
。後

継
者
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
仮
に

ま
っ
と
う
で
ロ
ジ
カ
ル
で
も
、「
人
間

と
し
て
の
最
低
限
の
信
頼
」
を
獲
得
し

て
い
な
け
れ
ば
、
簡
単
に
無
視
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
私
は
人
と
し
て
の
信
頼

と
い
う
土
台
を
作
ら
ず
に
、
理
屈
か
ら

入
ろ
う
と
し
た
の
で
、
大
き
な
挫
折
を

味
わ
い
ま
し
た
。
転
職
１
年
後
く
ら
い

に
は
、
本
格
的
に
こ
れ
で
は
ま
ず
い
と

思
い
、
軋
轢
を
解
消
す
る
努
力
を
始
め

ま
し
た
。

今
も
発
展
途
上
で
す
が
、
組
織
の
溝

を
少
し
ず
つ
埋
め
て
き
た
の
は
、
従
業

員
と
の
「
対
話
」
で
す
。

私
は
、
年
に
２
回
、
全
従
業
員
と
一

対
一
で
の
直
接
・
個
別
面
談
を
行
う
こ

と
で
、
最
低
限
の
人
格
的
信
頼
を
得
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
面
談
に
は
長

い
人
だ
と
１
人
１
時
間
半
く
ら
い
か
か

り
ま
す
が
、
従
業
員
か
ら
の
辛
辣
な
意

見
も
、
ひ
た
す
ら
に
耐
え
て
聞
き
ま
し

た
。
当
初
は
食
事
も
喉
を
通
ら
な
く
な

る
ほ
ど
に
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
、
逃
げ
な
い
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
、
と
に
か
く
ひ
た
す
ら

聞
き
ま
す
、
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

そ
れ
を
２
〜
３
年
く
ら
い
続
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
だ
ん
だ
ん
と
雰
囲

気
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
考

え
に
完
全
に
賛
同
し
て
く
れ
た
か
ど

う
か
は
と
も
か
く
、「
こ
の
人
は
会
社

を
良
く
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
み
た

い
だ
」
と
伝
わ
り
始
め
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

面
談
を
は
じ
め
た
頃
は
、「
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な

ろ
う
」
と
言
っ
て
も
「
何
言
っ
て
ん

の
？
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。
で
も
、

同
じ
こ
と
を
言
い
続
け
て
い
る
と
だ
ん

だ
ん
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き

て
、
そ
れ
が
過
半
数
に
至
る
と
、
変
革

に
加
速
が
つ
い
て
き
ま
す
。

当
社
は
、
今
よ
う
や
く
そ
の
時
期
に

差
し
掛
か
っ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

（
こ
の
定
期
面
談
は
、
社
長
８
年

目
に
入
っ
た
現
在
も
続
け
て
い
ま

す
。）

■
事
業
承
継
は�

変
革
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、�

�

ピ
ン
チ
に
も
な
り
う
る
■

事
業
承
継
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

変
革
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
が
、
そ
れ
が
う

ま
く
い
か
な
け
れ
ば
ピ
ン
チ
を
招
く
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
大
企
業
と
比
較
し
て
企
業

体
力
に
乏
し
い
中
小
企
業
に
お
い
て
、

事
業
承
継
前
後
に
発
生
す
る
後
継
者
と

既
存
組
織
間
の
「
相
互
調
整
」
を
い
か

に
円
滑
に
済
ま
せ
ら
れ
る
か
は
、
大
げ

さ
で
な
く
そ
の
企
業
の
存
亡
に
関
わ
る

問
題
だ
と
言
え
ま
す
。

私
の
よ
う
に
後
継
者
と
従
業
員
の
関

係
構
築
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と

き
、
当
社
の
従
業
員
は
た
ま
た
ま
現
場

で
誠
実
に
作
業
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら

よ
か
っ
た
も
の
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は

職
場
放
棄
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
え

ま
す
。
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
間
は
、
後

継
者
の
戦
略
的
意
図
の
と
お
り
に
組
織

を
舵
取
り
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
た

め
、
確
実
に
意
思
決
定
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
下
が
り
ま
す
。

企
業
の
後
継
者
と
は
、
特
殊
で
孤
独

な
立
場
で
す
。

後
継
者
に
は
、
既
存
組
織
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
や
既
得
権
益
と
向
き
合
い
、
先

代
の
意
向
も
汲
み
取
り
な
が
ら
、
摩
擦

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
組
織
の
ト

ッ
プ
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
、
困
難
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

私
に
は
、
大
企
業
の
会
社
員
と
し
て

10
年
以
上
勤
め
た
経
験
と
と
も
に
、
中

小
企
業
の
後
継
者
と
し
て
事
業
承
継
を

し
た
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
経
験
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、世
の
中
の
事
業
承
継
、

と
り
わ
け
「
全
て
を
背
負
う
」
決
意
を

し
た
後
継
者
の
支
援
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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新計量法施行30周年を迎えて　その1

仁科　孝幸
Nishina Takayuki

経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長

１　

は
じ
め
に

こ
の
度
、
計
量
法
施
行
30
周
年
特
集

へ
の
寄
稿
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
少

し
法
改
正
に
偏
っ
た
内
容
に
は
な
り
ま

す
が
、
平
成
５
年
11
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
現
行
の
計
量
法
（
平
成
４
年
法
律

第
51
号
）
等
の
沿
革
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

30
年
間
で
16
本
の
改
正
法

現
行
の
計
量
法
は
、
前
身
と
な
る
計

量
法
（
昭
和
26
年
法
律
第
２
０
７
号
）

を
全
部
改
正
し
て
制
定
さ
れ
た
が
、
施

行
後
30
年
間
で
、
16
本
の
法
律
に
よ
っ

て
一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
。

16
本
の
改
正
法
の
中
に
は
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
法
や
製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
法
な
ど
公
布
日
が
同
一
の
法
律

に
よ
っ
て
計
量
法
を
改
正
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
が
、
法
改
正
の
公
布
日
が
異

な
る
も
の
だ
け
を
数
え
て
も
こ
れ
ま
で

11
回
改
正
さ
れ
て
い
る
。
結
構
な
頻
度

だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
（
別
表
１
参
照
）。

た
だ
し
、
計
量
法
を
改
正
す
る
た
め

だ
け
の
改
正
は
、
平
成
13
年
法
律
第
54

号
に
よ
る
改
正
（
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｐ
の
導
入
）

の
１
度
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て

他
の
法
律
の
制
定
・
改
正
に
伴
っ
て
の

も
の
で
あ
る
。軽
微
な
改
正
も
あ
れ
ば
、

影
響
の
大
き
な
改
正
も
あ
っ
た
。

３　

度
量
衡
法
か
ら
の
変
遷

話
は
そ
れ
る
が
、
度
量
衡
法
と
旧
計

量
法
の
変
遷
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ

る
。
旧
計
量
法
の
前
身
と
な
る
の
が
度

量
衡
法
で
あ
る
。
明
治
24
年
３
月
23
日

に
公
布
さ
れ
、
明
治
26
年
１
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
制
定
時
は
、
法

律
の
本
則
16
条
、
附
則
６
条
で
構
成
。

そ
の
後
、
３
回
目
の
法
改
正
で
全
部
改

正
さ
れ
、
新
し
い
「
度
量
衡
法
（
明
治

42
年
法
律
第
４
号
）」
と
な
っ
た
。
新

度
量
衡
法
の
制
定
時
の
本
則
は
21
条
で

構
成
。
新
度
量
衡
法
は
、
５
回
の
法
律

改
正
を
経
て
、
計
量
法
（
昭
和
26
年
法

律
第
２
０
７
号
）
の
制
定
と
と
も
に
廃

止
さ
れ
た
。

昭
和
26
年
６
月
７
日
に
公
布
さ
れ
、

昭
和
27
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

旧
計
量
法
は
、
度
量
衡
法
の
後
身
と
な

る
も
の
で
あ
る
が
、「
全
部
改
正
」
方

式
で
は
な
く
、「
廃
止
制
定
」
方
式
で

制
定
さ
れ
た
。

蛇
足
な
が
ら
、
法
律
の
内
容
の
全
面

的
改
定
を
行
う
場
合
に
は
、
廃
止
制
定

方
式
と
全
部
改
正
方
式
の
２
通
り
が
あ

る
が
、
既
存
の
制
度
と
新
し
い
制
度
と

が
質
的
に
変
更
さ
れ
、
継
続
性
が
弱
い

場
合
に
廃
止
制
定
方
式
が
と
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。

な
お
、
旧
計
量
法
は
、
本
則
２
３
９

条
で
構
成
（
制
定
時
）
さ
れ
て
い
た
。

旧
計
量
法
は
、
制
定
後
25
回
目
の
法
改

正
で
全
部
改
正
さ
れ
、
現
行
の
計
量
法

（
平
成
４
年
法
律
第
51
号
）
と
な
っ
た

（
別
表
２
参
照
）。
新
計
量
法
は
、
平
成

４
年
の
制
定
時
、
本
則
の
条
文
数
は
１

７
９
条
で
あ
っ
た
が
、上
述
の
と
お
り
、

そ
の
後
16
本
の
法
改
正
を
経
て
、
現
在

（
令
和
５
年
）
は
、
１
９
８
条
の
条
文

数
と
な
っ
て
い
る
。

４　

�

現
行
の
計
量
法
の
各
種
制
度
と

そ
の
変
遷

新
計
量
法
は
、「
計
量
単
位
の
Ｓ
Ｉ

（
国
際
単
位
系
）
化
」、「
計
量
器
規
制

の
合
理
化
（
指
定
製
造
事
業
者
制
度
の

創
設
等
）」、「
計
量
標
準
供
給
制
度

（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
）

の
創
設
」
が
改
正
の
３
本
柱
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
全
部
改
正
し
て
制
定
さ
れ

た
法
律
だ
け
あ
っ
て
、
第
１
章
の
「
総

計量法 30 年の変遷
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【別表２】度量衡法（明治24年法律第３号、明治42年法律第４号）、旧計量法（昭和26年法律第207号）の改正の経緯
公布日 施行日�

（一部については主な施行日） 法律の名称等

1891年（明治24年）３月24日 1893年（明治26年）１月１日 度量衡法（明治24年法律第３号）〔制定〕

1893年（明治26年）２月21日 （注）度量衡法追加法律に規定なし 度量衡法追加法律（明治26年法律第３号）による改正

1903年（明治36年）６月16日 1904年（明治37年）１月１日 度量衡法中改正法律（明治36年法律第４号）による改正

1909年（明治42年）３月８日 1909年（明治42年）７月１日 度量衡法（明治42年法律第４号）〔全部改正〕

1919年（大正８年）４月10日 1920年（大正９年）９月１日 度量衡法中改正法律（大正８年法律第50号）による改正

1921年（大正10年）４月12日 1924年（大正13年）７月１日 度量衡法中改正法律（大正10年法律第71号）による改正

1933年（昭和８年）４月17日 1934年（昭和９年）３月１日 度量衡法中改正法律（昭和８年法律第51号）による改正

1947年（昭和22年）12月22日 1948年（昭和23年）１月１日 民法の改正に伴う関係法律の整理に関する法律（昭和22年法律第223号）第27条による改正

1949年（昭和24年）５月24日 1949年（昭和24年）５月25日 通商産業省設置法の施行に伴う関係法令の整理等に関する法律（昭和24年法律第103号）第
７条による改正

1951年（昭和26年）６月７日 1952年（昭和27年）３月１日 計量法（昭和26年法律第207号）〔制定〕
計量法施行法（昭和26年法律第208号）〔度量衡法廃止〕

1952年（昭和27年）７月31日 1952年（昭和27年）８月１日 日本電信電話公社法施行法（昭和27年法律第251号）第49条による改正

1953年（昭和28年）８月15日 1953年（昭和28年）９月１日 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法令の整理に関する法律
（昭和28年法律第213号）第61条による改正

1954年（昭和29年）６月１日 1954年（昭和29年）６月１日 通商産業省関係法令の整理に関する法律（昭和29年法律第138号）第５条による改正

1955年（昭和30年）５月31日 1955年（昭和30年）６月１日 計量法等の一部を改正する法律（昭和30年法律第17号）による改正

1956年（昭和31年）４月18日 1956年（昭和31年）７月17日 計量法の一部を改正する法律（昭和31年法律第74号）による改正

1958年（昭和33年）４月15日 1958年（昭和33年）10月１日 計量法の一部を改正する法律（昭和33年法律第61号）による改正

1961年（昭和36年）４月10日 1961年（昭和36年）７月１日 計量法等の一部を改正する法律（昭和36年法律第62号）による改正

1962年（昭和37年）５月16日 1962年（昭和37年）10月１日 行政事件訴訟法の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律（昭和37年法律第140号）第72
条による改正

1962年（昭和37年）９月15日 1962年（昭和37年）10月１日 行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律（昭和37年法律第161号）第
159条による改正

1966年（昭和41年）７月１日 1967年（昭和42年）６月30日 計量法の一部を改正する法律（昭和41年法律第112号）による改正

1967年（昭和42年）８月１日 1967年（昭和42年）８月１日 許可、認可等の整理に関する法律（昭和42年法律第120号）第25条による改正

1970年（昭和45年）６月１日 1970年（昭和45年）６月１日 許可、認可等の整理に関する法律（昭和45年法律第111号）第33条による改正

1972年（昭和47年）５月９日 1973年（昭和48年）５月８日 計量法の一部を改正する法律（昭和47年法律第27号）による改正

1974年（昭和49年）５月２日 1975年（昭和50年）３月15日 計量法の一部を改正する法律（昭和49年法律第42号）による改正

1974年（昭和49年）６月１日 1975年（昭和50年）４月１日 地方自治法の一部を改正する法律（昭和49年法律第71号）附則第11条による改正

1978年（昭和53年）５月18日 1979年（昭和54年）５月１日 計量法の一部を改正する法律（昭和53年法律第50号）による改正

1978年（昭和53年）５月23日 1978年（昭和53年）５月23日 審議会等の整理等に関する法律（昭和53年法律第55号）第66条による改正

1980年（昭和55年）３月31日 1980年（昭和55年）６月30日 附属機関、地方支分部局等に関する規定の整理等に関する法律（昭和55年法律第13号）
第22条による改正

1981年（昭和56年）５月19日 1981年（昭和56年）５月19日 各種手数料等の改定に関する法律（昭和56年法律第45号）第16条による改正

1982年（昭和57年）７月23日 1982年（昭和57年）７月23日 行政事務の簡素合理化に伴う関係法律の整理及び適用対象の消滅等による法律の廃止に関す
る法律（昭和57年法律第69号）第30条による改正

1983年（昭和58年）５月25日 1983年（昭和58年）８月１日 外国事業者による型式承認等の取得の円滑化のための関係法律の一部を改正する法律（昭和
58年法律第57号）第５条による改正

1983年（昭和58年）12月10日 1983年（昭和58年）12月10日 行政事務の簡素合理化及び整理に関する法律（昭和58年法律第83号）第34条による改正

1984年（昭和59年）５月１日 1984年（昭和59年）５月21日 各種手数料等の額の改定及び規定の合理化に関する法律（昭和59年法律第23号）第20条によ
る改正

1986年（昭和61年）５月20日 1986年（昭和61年）10月１日 消費生活用製品安全法等の一部を改正する法律（昭和61年法律第54号）第７条による改正

1992年（平成４年）５月20日 1993年（平成５年）11月１日 計量法（平成４年法律第51号）〔全部改正〕

（注）�異時施行制。※公文式（明治19年勅令第１号）：「官報各府県庁到達日数（場所により異なる：公布の即日〜12日）」（北海道庁等は実際の到達日の翌日
から起算）の後７日を以て施行の期限となす。
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則
」
か
ら
第
10
章
の
「
罰
則
」
ま
で
、

す
べ
て
の
章
に
お
い
て
内
容
の
改
正
が

あ
る
。
ち
な
み
に
、
旧
計
量
法
の
最
終

版（
昭
和
61
年
改
正
を
踏
ま
え
た
も
の
）

の
構
成
は
12
章
立
て
で
あ
っ
た
。

以
下
、
章
ご
と
に
新
法
制
定
時
の
改

正
を
中
心
に
、そ
の
後
の
改
正
も
含
め
、

主
な
改
正
内
容
を
順
に
挙
げ
て
い
く
。

（
１
）
第
２
章　

計
量
単
位

第
２
章
の
中
で
は
、
改
正
３
本
柱
の

１
つ
で
あ
る
「
計
量
単
位
の
Ｓ
Ｉ
化
」

に
関
し
て
規
定
。
例
外
規
定
、
経
過
措

置
を
置
き
つ
つ
も
、
国
際
単
位
系
へ
の

統
一
が
図
ら
れ
た
。

（
２
）
第
３
章　

適
正
な
計
量
の
実
施　

商
品
量
目
制
度
に
つ
い
て
規
定
。
罰

則
の
前
に
、
勧
告
、
公
表
、
改
善
命
令

と
い
う
手
続
を
設
け
、
実
効
性
の
向
上

が
図
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
片
側
公
差
制

度
の
採
用
（
プ
ラ
ス
公
差
の
廃
止
）、
指

定
商
品
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、定
期
検
査
制
度
に
つ
い
て
も
、

質
量
計
の
検
査
周
期
を「
２
年
に
１
回
」

に
統
一
し
、
指
定
定
期
検
査
機
関
制
度

も
導
入
さ
れ
た
。
な
お
、
指
定
定
期
検

査
機
関
制
度
は
、
そ
の
後
、
平
成
11
年

法
律
第
１
２
１
号
に
よ
る
改
正
で
、
公

益
法
人
要
件
が
廃
止
さ
れ
、
指
定
の
更

新
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）�

第
４
章　

正
確
な
特
定
計
量
器

等
の
供
給

製
造
、
修
理
、
販
売
事
業
者
に
対
す

る
規
制
が
旧
法
時
の
登
録
制
か
ら
届
出

制
に
規
制
緩
和
さ
れ
た
。

（
４
）
第
５
章　

検
定
等

指
定
製
造
事
業
者
制
度
（
優
れ
た
品

質
管
理
能
力
を
有
す
る
製
造
事
業
者
を

指
定
し
、
検
定
に
代
え
て
、
自
社
検
査

を
認
め
る
制
度
）
が
創
設
さ
れ
た
。
ま

た
、
型
式
承
認
に
有
効
期
間
を
設
定
。

平
成
11
年
法
律
第
１
２
１
号
に
よ
る

改
正
で
は
、
指
定
検
定
機
関
の
更
新
制

が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
基
準
器
検

査
の
器
差
検
査
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登

録
事
業
者
の
交
付
し
た
校
正
証
明
書
の

使
用
が
認
め
ら
れ
た
。

（
５
）
第
６
章　

計
量
証
明
の
事
業

指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
制
度
が
創

設
さ
れ
た
（
平
成
11
年
に
指
定
の
更
新

制
を
導
入
）。
ま
た
、
事
業
者
登
録
の

有
効
期
間
を
廃
止
。
事
業
区
分
に
「
振

動
加
速
度
レ
ベ
ル
」
が
追
加
さ
れ
た
。

平
成
13
年
法
律
54
号
に
よ
る
改
正

で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
極
微
量

物
質
に
係
る
特
定
計
量
証
明
事
業
、
特

定
計
量
証
明
認
定
機
関
制
度
が
創
設
さ

れ
た
。

（
６
）
第
７
章　

適
正
な
計
量
管
理

計
量
士
制
度
に
つ
い
て
は
、
環
境
計

量
士
を
「
濃
度
」
と
「
騒
音
・
振
動
」

に
区
分
し
、
旧
法
時
の
２
区
分
か
ら
３

区
分
と
し
た
。

適
正
計
量
管
理
事
業
所
制
度
に
つ
い

て
は
、旧
法
の
「
計
量
器
使
用
事
業
場
」

制
度
か
ら
移
行
。

（
７
）
第
８
章　

計
量
器
の
校
正
等

計
量
標
準
供
給
制
度
を
創
設
。
指
定

校
正
機
関
は
平
成
11
年
改
正
で
更
新
制

を
導
入
。

校
正
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
15

年
法
律
第
76
号
に
よ
る
改
正
で
、
認
定

制
か
ら
登
録
制
へ
移
行
し
た
（
移
行
に

伴
い
、
登
録
の
更
新
制
を
導
入
）。

５　

お
わ
り
に

直
近
で
計
量
法
が
改
正
さ
れ
た
の

は
、
令
和
４
年
６
月
17
日
に
公
布
さ
れ

た
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
る
改
正
。
罰
則
規

定
の
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
正

す
る
も
の
だ
が
、
施
行
日
は
公
布
日
か

ら
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
と
な
っ
て

お
り
、
ま
だ
、
施
行
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
計
量

制
度
は
、
貨
幣
制
度
と
並
び
、
経
済
活

動
の
根
幹
を
な
す
制
度
で
あ
り
、
廃
止

制
定
、
全
部
改
正
の
よ
う
な
全
面
的
な

制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
24

年
に
公
布
さ
れ
た
度
量
衡
法
か
ら
数
え

て
も
過
去
に
３
度
し
か
な
い
。
社
会
の

根
幹
を
な
す
制
度
が
、
頻
繁
に
全
面
的

に
改
正
さ
れ
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と

の
ご
指
摘
も
聞
く
。

他
方
で
、
今
回
は
法
律
改
正
の
経
緯

だ
け
を
辿
っ
て
き
た
が
、
現
行
法
の
体

系
下
に
お
い
て
も
、
政
令
改
正
、
省
令

改
正
等
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本

年
度
も
複
数
の
改
正
を
実
施
、
検
討
し

て
い
る
。

社
会
環
境
の
変
化
等
に
対
応
し
た
計

量
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
常
に
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

計
量
制
度
に
関
わ
る
皆
様
方
か
ら
の
ご

意
見
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



14はかる　No.151

新計量法施行30周年を迎えて　その1

新計量法施行30周年を迎えて　その1

一般社団法人　日本計量機器工業連合会　事務局

1
　
は
じ
め
に

筆
者
は
、
現
行
計
量
法
が
公
布
さ
れ

た
直
後
の
平
成
4
年
6
月
に
関
係
政
省

令
の
整
備
の
た
め
、
現
在
の
産
業
技
術

環
境
局
計
量
行
政
室
に
招
集
さ
れ
、
政

令
及
び
省
令
整
備
に
携
わ
る
機
会
を
得

た
の
で
、
当
時
の
政
省
令
整
備
作
業
で

の
裏
話
を
紹
介
し
た
い
。

元
々
、
昭
和
50
年
代
後
半
か
ら
旧
計

量
法
に
携
わ
る
業
務
を
実
施
す
る
た

め
、
難
攻
不
落
の
計
量
法
解
釈
運
用
に

取
り
組
ん
だ
が
、旧
法
は
難
解
至
極
で
、

自
ら
の
実
施
業
務
を
理
解
す
る
た
め
、

繰
り
返
し
条
文
を
読
み
こ
む
も
、
な
か

な
か
正
解
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
計

量
法
の
解
釈
に
つ
い
て
持
論
を
持
ち
出

す
と
、
上
司
か
ら
「
10
年
早
い
」
な
ど

と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
に
難
解
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
計
量
法
を
筆

頭
に
施
行
法
、
施
行
規
則
に
繋
が
り
、

最
後
の
省
令
基
準
に
た
ど
り
つ
く
ま
で

に
、
い
く
つ
も
の
政
省
令
を
た
ど
る
こ

と
が
必
要
で
、
末
端
の
業
務
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
法
体
系
全
体
を
理
解
し
な
い

と
実
施
内
容
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

表
1
で
、
旧
法
が
い
か
に
複
雑
な
法

体
系
で
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
て
み
た
。

2
　
現
行
法
で
は
簡
素
化
を
目
指
す

前
述
の
通
り
、
旧
法
で
は
大
変
複
雑

な
法
体
系
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

現
行
計
量
法
で
は
、
旧
法
に
比
し
、
法

か
ら
、
政
令
、
省
令
ま
で
を
単
純
化
、

条
文
数
も
減
量
す
る
こ
と
を
目
標
に
作

業
が
進
め
ら
れ
た
。

特
に
、
旧
法
で
は
計
量
法
に
加
え
計

量
法
施
行
法
、
計
量
法
施
行
法
施
行
規

則
が
存
在
し
、更
に
は
計
量
法
施
行
令
、

計
量
法
施
行
規
則
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
規
制
毎
に
係
る
必
要
条
文
が
分

散
し
て
い
る
た
め
、
規
定
内
容
を
理
解

す
る
た
め
に
係
る
条
文
を
見
つ
け
る
た

め
の
時
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
全
部
改
正
を
契
機
に
法
か
ら

省
令
ま
で
を
シ
ン
プ
ル
に
構
成
し
、
理

解
し
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
た
。
そ
こ
で
現
行
法
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
規
制
内
容
に
分
類
せ
ず
、
規
定
レ

ベ
ル
を
統
一
し
て
政
省
令
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
一
つ
一
つ
の
規
制
内
容
の
理

解
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。

ま
た
、
旧
法
で
は
一
部
の
計
量
器
に

限
定
し
導
入
し
て
い
た
型
式
承
認
制
度

に
つ
い
て
、
現
行
計
量
法
で
は
、
全
て

の
規
制
対
象
計
量
器
に
型
式
承
認
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
技
術
基
準

の
増
加
に
伴
う
規
定
条
文
数
が
増
大
す

る
と
予
想
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
現
行
特
定
計
量
器
検
定
検

査
規
則
で
は
、
全
て
の
特
定
計
量
器
に

共
通
す
る
要
求
事
項
を
総
則
に
ひ
と
ま

と
め
に
し
、
計
量
機
器
毎
の
規
定
か
ら

省
略
す
る
こ
と
で
、
条
文
数
の
減
量
に

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
旧
計
量
器

関
係
政
省
令
に
対
し
、
約
１
／
３
程
度

の
減
量
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
検
定
・
検
査
の
標
準
器
と
し

て
使
用
す
る
基
準
器
に
対
す
る
政
・
省

令
に
つ
い
て
も
、
基
準
器
が
限
定
さ
れ

た
環
境
下
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
使
用

者
が
計
量
専
門
家
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

考
慮
し
、
計
測
原
理
、
構
造
へ
の
要
求

事
項
を
最
小
限
と
し
、
性
能
に
対
す
る

要
求
事
項
を
中
心
に
規
定
す
る
こ
と
で

大
幅
な
減
量
を
達
成
し
た
。

3
　
計
量
証
明
検
査
の
目
的

計
量
証
明
事
業
者
に
課
さ
れ
て
い
る

計
量
証
明
検
査
で
は
、
事
業
で
使
用
す

る
特
定
計
量
器
を
2
年
毎
に
検
査
す
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
質

量
の
計
量
証
明
事
業
者
で
は
、
使
用
す

る
特
定
計
量
器
が
定
期
検
査
の
対
象
と

な
り
、
2
年
毎
の
定
期
的
な
検
査
が
重

現行法の施行に携わって



15 はかる　No.151

新計量法施行30周年を迎えて　その1

複
し
て
課
せ
ら
れ
た
。

本
来
、
登
録
制
と
し
て
い
る
計
量
証

明
検
査
事
業
者
に
対
す
る
計
量
証
明
検

査
は
、
使
用
す
る
特
定
計
量
器
の
検
査

で
は
な
く
、
実
施
す
る
計
量
証
明
事
業

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検
査
す

る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

現
に
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
制
度
で
は
、
認
定
を

取
得
す
る
事
業
者
に
対
し
、
定
期
的
に

技
術
能
力
の
証
明
を
求
め
て
い
る
よ
う

に
、
同
様
な
事
業
を
行
う
計
量
証
明
事

業
者
に
も
、
技
術
的
証
明
（
検
査
）
を

実
施
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

4
　
検
定
と
装
置
検
査
の
重
複

現
行
計
量
法
で
は
、
使
用
制
限
が
課

せ
ら
れ
る
特
定
計
量
器
に
、
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
が
あ
る
。

旧
法
下
で
は
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
計

量
規
制
を
、「
頭
部
検
査
」
と
、「
走
行

検
査
」
の
2
種
類
と
し
、
走
行
検
査
を

1
年
毎
に
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。

一
方
、
現
行
法
で
は
、
当
該
計
量
器

に
対
し
器
差
検
定
に
加
え
「
装
置
検
査
」

の
受
検
義
務
を
課
し
た
こ
と
か
ら
、
器

差
検
定
に
該
当
す
る
検

査
も
別
途
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
規
制
が
重
複
し
て

し
ま
っ
た
。
旧
法
下
で

は
、
走
行
検
査
（
現
行

法
の
装
置
検
査
）
が
器

差
検
定
と
し
て
の
意
味

合
い
を
持
っ
て
お
り
、

規
制
が
重
複
す
る
こ
と

を
避
け
て
い
た
。

そ
こ
で
、
現
行
省
令

で
は
、「
装
置
検
査
」

に
合
格
し
た
こ
と
を
も

っ
て
「
器
差
検
定
」
に

合
格
し
た
も
の
と
み
な

す
規
定
を
設
け
、
重
複
し
た
検
査
が
発

生
し
な
い
よ
う
工
夫
し
た
。
お
そ
ら
く

は
、
法
律
の
議
論
の
際
、「
頭
部
検
査
」

を
「
検
定
」
と
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5
　
政
省
令
の
取
り
ま
と
め
作
業

本
改
正
は
、
全
部
改
正
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
公
布
の
段
階
で
施
行
日
が

明
示
さ
れ
て
い
た
た
め
、
政
省
令
整
備

の
た
め
通
称
タ
コ
部
屋
が
設
置
さ
れ

た
。
記
憶
で
は
総
員
16
名
で
1
年
半
の

作
業
だ
っ
た
か
と
思
う
。

前
述
の
と
お
り
、
制
度
の
国
際
化
、

技
術
基
準
の
国
際
整
合
を
図
る
た
め
、

日
中
は
、
各
分
野
の
担
当
す
る
専
門
家

の
皆
さ
ん
と
国
際
規
格
の
洗
い
出
し
と

翻
訳
作
業
を
行
い
、
夜
は
帰
省
し
省
令

改
正
案
の
作
成
作
業
を
進
め
る
日
が
5

カ
月
ほ
ど
続
い
た
。
そ
の
後
、
3
カ
月

ぐ
ら
い
の
期
間
を
か
け
、
作
成
し
た
政

省
令
案
の
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
案
の
完
成
度
を
上
げ
て
い
く
作
業

を
行
っ
た
。
政
省
令
の
仕
上
げ
作
業
に

際
し
て
は
、
外
部
の
専
門
家
の
方
々
に

夜
中
に
来
省
い
た
だ
き
、
省
令
議
論
に

参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。

施
行
日
3
カ
月
前
頃
か
ら
は
、
政
省

令
案
の
作
成
作
業
を
集
中
し
て
実
施
す

る
た
め
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
の
会

議
室
を
提
供
い
た
だ
き
、
合
宿
生
活
を

送
り
な
が
ら
の
作
業
と
な
っ
た
。ま
た
、

施
行
２
週
前
か
ら
は
、
官
房
法
令
審
査

担
当
官
が
計
量
行
政
室
に
常
駐
し
、
省

令
案
の
審
査
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
官
報
原
稿
の

入
稿
当
日
の
朝
ま
で
続
き
、
ど
う
に
か

11
月
1
日
の
施
行
日
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。

最
後
に
、
少
し
恥
ず
か
し
い
話
を
紹

介
し
ま
す
。
平
成
5
年
11
月
1
日
の
施

行
日
後
、
各
方
面
か
ら
の
指
摘
や
内
部

で
の
確
認
作
業
に
よ
り
、
官
報
全
て
の
ペ

ー
ジ
を
利
用
し
て
大
量
の
官
報
整
合
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
政
省
令
整
備
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
省
外
の
関
係
者
の
皆

様
に
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

6
　
お
わ
り
に

現
行
計
量
法
施
行
後
30
周
年
を
迎

え
、
施
行
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
計
量

規
制
の
変
遷
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
次

回
号
で
は
、
現
行
計
量
法
が
も
た
ら
し

た
業
界
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
た
い
。

表１

法体系 昭和26年、42年計量法 平成5年計量法

計量法・施行令・
施行規則関連

計量法（239条）
計量法施行法（74条）
　計量法施行法施行規則（14条）

　計量法施行令（30条）
　　計量法施行規則（166条）

行政不服審査法（58条）

計量法（180条）

　計量法施行令（45条）
　　計量法施行規則（136条）

単位関連 　計量法単位令（４条）
　　計量法単位規則（６条）

　計量単位令（12条）
　　計量単位規則（11条）

計量器検定制度 　計量器検定検査令（104条）
　　計量器検定検査規則（1523条） 特定計量器検定検査規則（1216条）

基準器検査制度 基準器検査令（45条）
基準器検査規則（895条） 基準器検査規則（434条）

手数料関連 計量法関係手数料令（２条） 計量法関連手数料令（９条）
計量法関連手数料規則（５条）
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は
じ
め
に

今
年
４
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
、
は
か
り
に
関
す
る
国
際
会
議

“International C
onference of 

W
eighing

（IC
W

）”
の
記
念
す
べ
き

第
１
回
が
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｗ

訪
問
団
を
結
成
し
、
事
務
局
２
名
を
含

む
総
勢
13
名
で
こ
ち
ら
の
会
議
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
開
催
地
の
ハ
ン
ブ
ル

ク
の
街
並
み
や
Ｉ
Ｃ
Ｗ
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、本
誌
１
４
６
号
の『
世

界
の
街
角
か
ら
』
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｗ
の
開
催

経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活
気
溢
れ
る
街
・
ハ
ン
ブ
ル
ク

ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
ド
イ
ツ
の
中
で
人

口
第
２
位
を
誇
る
港
湾
都
市
で
す
。
ハ

ン
ブ
ル
ク
を
横
断
す
る
エ
ル
ベ
川
は
、

街
や
Ｉ
Ｃ
Ｗ
の
会
場
か
ら
も
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
倉
庫
街
か
ら
は
、
古
く
か

ら
貿
易
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た

こ
と
が
窺
え
ま
す
。

私
が
到
着
し
た
の
は
夜
に
差
し
掛
か

っ
た
こ
ろ
で
し
た
が
、
宿
泊
し
た
ホ
テ

ル
の
周
辺
は
若
者
で
大
変
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
と
あ
る
日
に
は
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
り
、
観

光
客
ら
し
き
人
々
も
多
数
見
か
け
た
り

と
、
昼
夜
問
わ
ず
活
気
溢
れ
る
街
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
と
の
違
い
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

ま
ず
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建
造
物
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
欧
州
諸
国
の
特
徴

と
し
て
周
知
の
事
実
か
と
思
い
ま
す

が
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
が
、
あ

り
ふ
れ
た
住
宅
と
し
て
当
た
り
前
に
並

ん
で
い
る
様
は
や
は
り
圧
巻
で
し
た
。

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
身
と
し
て
は
、

地
震
の
脅
威
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い

そ
の
佇
ま
い
は
ど
こ
か
非
現
実
的
で
、

「
こ
れ
が
異
国
情
緒
と
い
う
も
の
か
」

と
深
く
納
得
し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
歩
道
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
レ
ン
タ
ル
式
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

を
見
か
け
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。
調

べ
て
み
る
と
、
２
０
２
１
年
時
点
で
ド

イ
ツ
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
導
入
都
市
数
は
世
界

第
２
位
で
、
世
界
の
中
で
も
普
及
が
進

ん
で
い
る
国
の
よ
う
で
す
。
日
本
で
は

今
年
７
月
に
運
転
免
許
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
同
様
に
普
及
し
て
い

く
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

舞
台
演
劇
の
身
近
さ
も
日
本
と
異
な

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
滞
在
中
の
ホ

テ
ル
か
ら
徒
歩
５
分
圏
内
に
２
つ
、
Ｉ

Ｃ
Ｗ
会
場
か
ら
も
２
つ
劇
場
を
発
見
し

た
ほ
か
、
駅
の
ホ
ー
ム
や
街
中
に
様
々

な
公
演
の
広
告
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

わ
ざ
わ
ざ
探
さ
ず
と
も
演
劇
の
存
在
が

視
界
に
入
る
感
覚
は
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。余

談
で
す
が
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の
客
室

は
一
般
的
に
置
い
て
あ
る
備
品
（
電
話

や
冷
蔵
庫
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
）

が
な
く
、
今
ま
で
宿
泊
し
た
中
で
最
も

シ
ン
プ
ル
を
極
め
た
部
屋
で
し
た
。
こ ハンブルクの歩道 手前と奥に電動キックボードが並んでいる

「はかり」を合言葉に世界と繋がる3日間　ドイツ・ハンブルクにて
一般社団法人　日本計量機器工業連合会　ICW国内実行委員会担当

世界遺産 ハンブルクの倉庫街とチリハウスを含む商館街
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れ
は
ド
イ
ツ
の
特
徴
で
は
な
く
、
こ
の

ホ
テ
ル
だ
け
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｗ
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｗ
はH

otel H
afen H

am
burg

の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
室
の
外
壁
は
ほ
ぼ
窓
に
な
っ
て
お

り
、
エ
ル
ベ
川
が
一
望
で
き
る
開
放
的

な
空
間
で
し
た
。

会
場
に
は
、
世
界
各
国
の
は
か
り
メ

ー
カ
ー
や
研
究
機
関
、
関
連
団
体
等
か

ら
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、
韓
国
、
中

国
、
ト
ル
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
モ
ロ
ッ
コ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
私
が
交
流
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
の
国
だ
け
で
も
、
そ

の
多
様
さ
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
れ
ば
、
３
日
間
で
25
ヶ
国
か
ら
２
３

０
名
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
休

憩
時
間
に
な
る
度
に
、
ロ
ビ
ー
は
交
流

を
行
う
参
加
者
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
基
調
講
演
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
世
界
経
済

や
地
政
学
と
い
っ
た
計
量
か
ら
少
し
離

れ
た
テ
ー
マ
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
が
、
国
際
会
議
だ
か
ら
こ

そ
扱
え
る
テ
ー
マ
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
計
量
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
定
計
量
・

科
学
計
量
・
応
用
計
量
の
３
分
野
に
分

か
れ
、
パ
ラ
レ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
か
た

ち
で
、
試
験
結
果
を
ク
ラ
ウ
ド
管
理
・

運
用
す
る
手
法
や
、
製
品
の
Ｐ
Ｒ
、

Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
の
動
向
等
多
種
多
様
な
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
発

表
者
と
し
て
本
会
会
員
企
業
か
ら
２

名
、
産
総
研
か
ら
６
名
が
登
壇
さ
れ
た

ほ
か
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
産
総
研

か
ら
１
名
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
間
の
昼
食
と
１
日
目
夜
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
ロ
ビ
ー
に

ず
ら
り
と
料
理
が
並
ぶ
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
し
た
。
毎
回
異
な
る
メ
ニ
ュ
ー
の

中
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
と
魚
料
理
が

必
ず
登
場
し
て
い
た
の
は
ド
イ
ツ
の
港

町
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。

２
日
目
夜
は
別
の
会
場
に
て
ガ
ラ
デ

ィ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
ブ

ル
は
「
科
学
計
量
」「
計
量
の
新
手
法
」

「
営
業
」「
国
際
協
力
」
と
い
っ
た
多
彩

な
分
野
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
前
日
に

自
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務

局
が
同
席
し
た
の
は
初
対
面
の
方
々
で

し
た
が
、
同
じ
分
野
に
集
ま
っ
た
こ
と

で
最
後
ま
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

３
日
目
午
後
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
エ
ア
バ
ス
社
の
工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
工
場
内
は
見
学
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
て
い
た
り
、
６
つ
ほ
ど
の
グ
ル

ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
者
（
技
術
職
経

験
者
と
の
こ
と
）
が
つ
い
た
り
、
土
産

店
が
あ
っ
た
り
、
見
学
者
用
の
ホ
テ
ル

を
建
設
し
て
い
る
話
を
聞
い
た
り
と
、

工
場
見
学
の
受
入
れ
に
力
を
入
れ
て
い

る
様
子
で
し
た
。
普
段
見
ら
れ
な
い
航

空
機
の
製
造
現
場
を
丁
寧
な
解
説
付
き

で
見
学
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

閉
会
式
で
は
、
開
催
年
と
開
催
都
市

が
刻
印
さ
れ
た
分
銅
が
、
次
回
ホ
ス
ト

国
で
あ
る
日
本
へ
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
現
在
は
本
会
事
務
局
で
大
切
に
保

管
し
て
い
ま
す
。
３
年
後
、
第
３
回
Ｉ

Ｃ
Ｗ
の
ホ
ス
ト
国
に
分
銅
が
繋
が
れ
た

時
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
心
境
で
い
る

の
か
、
思
い
を
馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

第
２
回
Ｉ
Ｃ
Ｗ
は
２
０
２
６
年
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
９
月
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｗ

国
内
実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

今
後
、
企
画
運
営
、
広
報
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
選
定
等
、
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
次
回
Ｉ
Ｃ
Ｗ
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様

の
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

ICW 会場 ロビー

計工連が出展したテーブルトップ展示

エアバス社の正面玄関

昼食 中央がタラ、右がジャガイモ
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●
は
じ
め
に

今
年
8
月
11
日
〜
15
日
の
お
盆
期
間

を
活
用
し
て
、
新
宿
区
納
戸
町
の
日
本

計
量
会
館
内
に
あ
る
本
会
（
計
工
連
）

事
務
所
の
改
装
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

改
装
に
よ
る
大
き
な
変
化
は
次
の
3
つ

で
す
。

①
一
部
屋
を
他
団
体
と
分
け
合
う

日
本
計
量
会
館
は
（
一
社
）
日
本
計

量
振
興
協
会
が
所
有
し
て
い
て
、
本
会

は
テ
ナ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
日
本
計
量

会
館
に
は
、
本
会
の
他
に
日
本
硝
子
計

量
器
工
業
協
同
組
合（
本
会
会
員
）、（
一

社
）
日
本
計
量
史
学
会
の
2
つ
の
団
体

が
別
の
一
部
屋
を
分
け
合
う
形
で
入
居

し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
装
で
は
、
こ
の
2
団
体
が

使
っ
て
い
た
部
屋
と
、
廊
下
を
隔
て
て

隣
り
合
っ
て
い
た
本
会
の
部
屋
と
の
壁

が
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
中

央
区
八
丁
堀
か
ら
移
転
し
て
き
た
日
本

圧
力
計
温
度
計
工
業
会
（
本
会
会
員
）

が
加
わ
り
、
本
会
を
含
む
4
団
体
が
一

つ
の
部
屋
を
分
け
合
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

②�

最
大
12
名
で
使
用
で
き
る
会
議
室
の

新
設

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
専
用
の
マ
イ
ク
ス

ピ
ー
カ
ー
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
使
っ
た

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る
会
議
、

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
議
や
打
合
せ
な

ど
を
よ
く
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ほ

か
、
来
客
対
応
も
で
き
る
よ
う
、
本
会

が
い
つ
で
も
自
由
に
使
用
で
き
る
会
議

室
を
新
設
し
ま
し
た
。こ
の
会
議
室
は
、

元
の
部
屋
の
一
部
を
新
た
な
部
屋
と
し

て
独
立
さ
せ
た
も
の
で
す
。
既
に
小
規

模
の
会
議
や
来
客
対
応
で
使
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
開
催
案
内
に
「
日
本
計

量
会
館　

2
階
会
議
室
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
こ
ち
ら
の
会
議
室
と
な

り
ま
す
。

③
ク
ラ
ウ
ド
電
話
の
導
入

今
回
の
改
装
に
合
わ
せ
て
、
本
会
の

電
話
を
ク
ラ
ウ
ド
電
話
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
電
話
番
号
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
職
員
ご

と
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
Ｐ
Ｃ
の
い
ず

れ
か
に
専
用
の
ア
プ
リ
を
入
れ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
正
式
に
在
宅
勤
務
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
が
、
在
宅
勤
務
の
際

も
電
話
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

た
だ
、
導
入
当
初
は
音
声
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
お
電
話
く
だ
さ
っ
た
方
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
9
月

現
在
で
は
、
ほ
ぼ
問
題
な
く
受
発
信
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
改
装
準
備

改
装
が
行
わ
れ
る
と
い
う
話
を
一
般

職
員
で
あ
る
私
（
本
誌
編
集
担
当
）
が

知
っ
た
の
は
、
今
年
の
春
頃
の
こ
と
で

し
た
。
そ
の
ま
ま
夏
を
迎
え
、「
改
装

＝
事
務
所
を
一
度
ほ
ぼ
空
に
す
る
こ

と
」
だ
と
気
が
つ
い
た
私
は
密
か
に
慌

て
ま
し
た
。
自
分
の
席
の
後
ろ
に
は
、

壁
一
面
に
設
置
さ
れ
た
棚
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
分
厚
い
チ
ュ
ー
ブ
フ
ァ
イ
ル
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
フ
ァ
イ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
全
て
―

―
文
房
具
な
ど
の
小
さ
な
消
耗
品
、
冷

蔵
庫
な
ど
の
大
き
な
電
化
製
品
や
個
人

の
机
の
引
き
出
し
の
中
ま
で
整
理
し

て
、
改
装
の
直
前
に
箱
詰
め
す
る
か
運

び
出
す
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

計工連事務所改装について
一般社団法人　日本計量機器工業連合会
広報誌「はかる」編集担当

新設された会議室
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し
た
。
も
ち
ろ
ん
全
て
を
箱
詰
め
す
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
不
要
な
書
類
は
事

前
に
処
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

来
る
改
装
期
間
に
向
け
、
通
常
業
務

と
並
行
し
て
書
類
整
理
な
ど
の
片
付
け

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
静
か
な

事
務
所
で
バ
タ
バ
タ
と
書
類
の
山
を
ひ

っ
く
り
返
し
て
い
た
の
は
、
7
月
末
の

こ
と
で
す
。
本
誌
の
編
集
担
当
を
し
て

い
る
と
校
正
紙
を
し
ば
ら
く
取
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
気
が
つ
く
と
書
類
の

山
が
で
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
不
要

と
な
っ
た
書
類
の
山
を
崩
し
な
が
ら
、

「
改
装
と
は
事
前
の
準
備
期
間
も
含
む

も
の
な
の
だ
」
と
思
い
直
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
は
一
般
職
員
の
話
で
、

管
理
職
に
つ
い
て
は
図
面
の
確
認
や
備

品
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
な
ど
、
改

装
準
備
に
よ
り
時
間
を
か
け
て
お
り
ま

し
た
。

●
改
装
期
間
か
ら
改
装
後

そ
し
て
、
8
月
11
日
の
改
装
工
事
初

日
と
な
り
ま
し
た
。
11
日
〜
13
日
は
カ

レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
の
休
日
で
し
た
が
、

14
日
と
15
日
は
本
来
で
あ
れ
ば
通
常
勤

務
の
日
で
す
。
本
会
に
は
夏
季
休
暇
が

な
い
た
め
、
お
盆
休
み
を
取
り
た
い
職

員
は
各
自
で
休
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
休
み
を
取
ら
な
い
こ
と
に
し
た
私

は
、
14
日
と
15
日
の
2
日
間
を
在
宅
勤

務
で
過
ご
し
ま
し
た
。
自
宅
で
本
欄
の

原
稿
案
を
執
筆
し
て
い
る
と
、
改
装
作

業
に
立
ち
会
っ
て
い
る
上
長
か
ら
「
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
い
っ
た

連
絡
が
チ
ャ
ッ
ト
で
入
っ
て
き
ま
し

た
。
机
に
シ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
張
り
替
え
ら
れ
、
事
務
所
が

変
わ
っ
て
い
く
瞬
間
が
添
付
写
真
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

8
月
16
日
に
出
勤
す
る
と
、
事
務
所

の
ド
ア
が
新
し
く
な
っ
て
い
て
、「
会

議
室
」
と
い
う
看
板
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
奥
に
は
新
し
い
ド
ア
が
設
置

さ
れ
て
い
て
、
看
板
に
は
4
団
体
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
屋
が

新
し
い
事
務
所
で
す
。
そ
っ
と
中
に
入

る
と
、
今
ま
で
と
全
く
異
な
る
事

務
所
の
様
子
が
見
え
て
き
ま
す
。

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
隔
て
て
他
団

体
の
敷
地
が
あ
り
、
本
会
ス
ペ
ー

ス
も
職
員
の
机
や
棚
の
配
置
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
改
装
後

の
事
務
所
を
眺
め
た
後
、
自
分
の

新
し
い
席
と
思
わ
れ
る
机
の
周
り

に
段
ボ
ー
ル
箱
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
今
日
は

一
日
荷
解
き
で
忙
し
く
な
り
そ
う

だ
と
思
い
な
が
ら
、
以
前
か
ら
使

っ
て
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
新
し
い

白
い
壁
に
貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

他
の
業
務
も
行
い
な
が
ら
、
一

日
で
デ
ス
ク
回
り
の
荷
解
き
を
ほ

ぼ
終
え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
何

日
か
か
け
て
、
フ
ァ
イ
ル
類
や
文

房
具
を
棚
に
し
ま
っ
た
り
、
ク
ラ

ウ
ド
電
話
の
設
定
を
行
っ
た
り
、

新
し
い
事
務
所
に
感
動
す
る
間
も

な
く
、
改
装
後
の
作
業
を
続
け
ま

し
た
。

●
お
わ
り
に

今
回
の
改
装
に
よ
り
会
議
室
が
新
設

さ
れ
、
本
会
で
は
よ
り
柔
軟
に
会
議
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
の
会
議
で
あ
っ
て
も
会

場
で
参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
短
時
間
で
の
打
合
せ
な
ど
を
中

心
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
続
い
て
い

ま
す
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
の
打
合
せ
を

設
定
し
よ
う
と
新
し
い
会
議
室
の
予
約

状
況
を
見
る
と
、
予
約
が
埋
ま
り
つ
つ

あ
る
ほ
ど
で
す
。

本
会
事
務
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
新
し
い
事
務
所
と
会
議
室
を
見
に

き
て
く
だ
さ
い
。
本
欄
を
執
筆
し
て
い

る
現
在
は
残
暑
と
い
え
な
い
ほ
ど
の
暑

さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
誌
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
涼
し
い
見
学
日
和
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

改装工事中の様子

事務所の入口
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血圧計用空気式重錘型圧力標準器
AP-03

AP-03 型空気式重錘型圧力計は、2017 年水
俣条約施行による水銀管理のコスト増と地球
環境に配慮して、水銀柱圧力計（弊社製 A2、
O、STD、STR）の代替品として開発しまし
た。血圧計製造の基準器に対応可能です。

圧力測定範囲は 50 mmHg から 350 mmHg
まで。重錘 1 枚（約 136 g）毎に 50 mmHg
ずつ出力します。精度は発生する圧力の 0.2 
％を確保します。なお本計器使用につきまし
ては、別途コントローラー（V1、V2 型）等
による操作が必要です。

仕　様　最大測定圧力　　350 mmHg
　　　　標準温度　　　　20 ℃
　　　　ピストン断面積　2 cm2

　　　　標準重力　　　　9.80665 m/s2

　　　　製品精度　　　　0.2 %

株式会社双葉測器製作所
TEL.03-3894-6848　FAX.03-3800-8155
https://www.futabass.co.jp

圧力キャリブレータ
PC54

内蔵ポンプで発生した微差圧を高精度・高安
定に制御し、校正作業の手間を軽減した圧力
キャリブレータです。視認性と操作性に優れ
たタッチパネルを採用し、簡単操作で現場校
正の作業性を向上します。
・�微差圧レンジに対応（差圧レンジ：０〜

50Pa、０〜 100Pa）
・高精度・高安定にコントロール
　　圧力発生精度：± 0.3％ F.S.
　　圧力安定性：± 0.1％ F.S.
・�７インチタッチパネル採用により優れた視

認性と操作性
・バッテリ搭載し、現場での電源供給不要

長野計器株式会社
TEL.03-3776-5311　FAX.03-3776-5320
https://www.naganokeiki.co.jp/

定流量弁
リンセルバルブ

リンセルバルブは、流体の圧力が変動しても
常に設定された流量を保つ定流量弁です。
過大流量を防止したい場合には、設定流量を
上限として流量を制限するために使用するこ
ともできます。
電気・空気圧等の外部エネルギーを必要とし
ませんので、設置が簡単でランニングコスト
がかかりません。
消火設備用（日本消防設備安全センター型式
認定品）、水道水専用（日本水道協会認証登
録品）もラインアップしています。
〇呼び径：15 〜 200A
〇本体材質：FC200 または SCS13
〇精度：± 5.0％

日本フローセル株式会社
TEL.03-3500-2171　FAX.03-3500-1071
http://www.flow-cell.co.jp/

NZ84 タンクインスペクタⅡ

概要・特長
･ �移動貯蔵タンク（タンクローリ等）定期

点検装置
･ �同一トランク形状で、５槽用と８槽用を

品揃え
　（９槽用まで製作可）
･ 一体構造により小型 ･ 軽量化を実現
･ �検査プログラムは、従来通りの操作性を

引継、センサ・ホース・ケーブルは互換性
を持たせました。

主な仕様
･ １〜８槽まで検査可（複数同時車輌対応）
･ �予備試験〜洩れ検査まで全自動／手動試

験可
･ ソフトは、Windows10 まで対応

株式会社ナガノ計装
TEL.03-5718-3281　FAX.03-5718-0238
https://www.nagano-keiso.co.jp

密封品エアリークテスト装置
【MSZ-0701 series】

密封された製品の密封性や防水性を確認する
エアリークテスト装置です。包装容器や電子
機器など、多様な製品にご利用いただけます。

［特徴］
■製品を水に濡らさない乾式の非破壊検査
■漏れ量を数値化し、科学的に品質管理
■防水規格 IPX7、IPX8 相当のテストが可能

［検査対象］
　�自動車部品、電子部品、包装容器（食品 ･ 化

粧品）、電子機器、医療機器、生活家電など
［仕様］
　測定方式：連成圧仕様
　テスト圧範囲：1 〜 200 kPa abs
　電源電圧：AC100-240V 50 / 60Hz
　外形寸法：W470 × D720 × H416mm
　質　　量：50kg
　対象寸法：W300 × D210 × H100mm 以下

株式会社フクダ
TEL.03-3577-1111　FAX.03-3970-7218
https://www.fukuda-jp.com

マイクロウェーブ式レベル計
SLR150 シリーズ

SLR150X 形は 80GHz ミリ波レーダを採用し
た、２線式・FMCW 方式の液体計測用のマ
イクロウェーブ式レベル計である。
□特定小電力無線局工事設計認証取得
□本質安全防爆認証を取得
□ �FMCW 方式の 80GHz ミリ波レーダにより

小さなアンテナでビーム角が狭く、設置部
の影響を最小限にして安定計測を実現

□プッシュボタンプログラムによる簡単設定
□ �Bluetooth 通信を介しての状態確認
　�機器のステータス、計測状態の確認および

パラメータ設定が可能
□高精度＆不感帯ゼロ
□優れた耐薬品性能；センサ部材質 PVDF

株式会社ノーケン
TEL.06-6386-8419　FAX.06-6386-6195
https://www.nohken.com/
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あ と が き

10 月に入ったというのに猛暑日が続いています。はかる 151 号が発刊される頃は、秋晴れの爽やかな日々
となっていて欲しいと感じます。最近の日本の季節は、四季から二季になってしまったと感じることが多く
なりました。暑い暑いと愚痴をこぼしていると、突然肌を刺す寒さを感じ、寒い寒いと言っていると、突然
半袖のYシャツがぴったりの暑い夏にワープします。
我が国の一番いい季節である“春”と“秋”を感じることが出来なくなってしまい、とても残念です。こ
れも地球上の各地で発生している異常気象につながっているのでしょうか。気候変動を抑えるため、カーボ
ンニュートラルの実現、サステナブルな経済・社会構造の定着に向けて、人類全体が積極的に取り組むべき
時期なのかもしれません。
70 歳を超える筆者が幼少期を過ごした信州の山奥には、確かな四季の変化がありました。春は山桜、夏
は新緑、秋は紅葉、冬は雪化粧するアルプスの山並みを眺めながら生活していたと思い出されます。私たち
の子供たちにも、穏やかな春、爽やかな秋を取り戻してあげたいですね。
話は変わりますが、計工連のホームページのリニューアル工事は年内に終了します。新しいホームページ
が会員の皆様に活用され、また多くの情報発信基地となることを願っています。

INTERMEASURE 2024開催予定

2024.9/18（水）　　9/20（金）

東京ビッグサイト 東ホール


